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　新型コロナウイルスの影響が長引く中、
日々気を付けてお過ごしのことと思います。
二年前には、このような状況になることを、
誰が予想できたでしょうか？　一時期はマ
スクや日用品も不足し、「あたりまえ」の日
常も大きく変わってしまいましたね。

　このような中、私事ながら東南アジア某
国での4年間の駐在勤務を終え一年が経ち
ました。これまで日本と海外勤務の繰り返
しで、中東、欧州、東南アジア、と気が付
けば　四半世紀近くの海外勤務となりまし
た。駐在先での生活は、先進国、新興国を
問わず多少の不便・不自由はあるものの
【郷に入っては郷に従え】の精神で、現地
に馴染み無事過ごすことができました。
　ようやく日本の生活にも慣れてきました
が、改めて日常生活で気づくことが多くあ
ります。
　例えば、通勤や移動時に利用する電車。
ほぼ100％時刻表通りに発着する。また、
ほんの少しの遅れにも「ご迷惑をおかけし
申し訳ありません…」とのアナウンスが流
れる。
　いつまで経っても来ない電車を待ち続け
ることは、まずあり得ませんね。
　駐在先では階段の上り下りの際、よく躓
くことがありました。段差（蹴上）が異
なっていることが原因でしたが、日本では

このようなことはまずありません。帰国し
て改めて周りを見渡すと、何気なく通って
いた道や建物のひとつひとつが、安全で使
い易く作られていることに気づきます。蛇
口をひねれば安全な水が出てくることも然
り、周りはたくさんの「あたりまえ」で溢
れています。
　私が普段感じるこのような小さな気づき
は、それこそ枚挙にいとまがありませんが、
その多くはエネルギー、輸送、通信や都市
などの生活・社会インフラにつながってい
ます。
　言うまでもなく、これらインフラの保守・
管理、建設に重要な役割を担うのが建設荷
役車両とその従事者です。当協会はこれら
車両の性能の保持向上や作業安全確保に
様々な形で寄与していますが、「あたりま
え」を維持、発展させることは非常に重要
であり、エッセンシャルワークを支える活
動でもあります。
　「あたりまえ」の反対語は「有難う」だ
そうです。少し違和感がありますが、あた
りまえは…有ることが常、有難うは…有る
ことが難しい。普段何気なく過ごしている
と、「あたりまえ」のことに感謝すること
はあまりありませんが、今一度、自分自身
が生かしてもらっていることに感謝し、周
りに感謝される、感謝できる人間になれる
よう日々心がけたいと思います。

「あたりまえ」と「有難う」

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会
理事 福西　栄治

日立建機株式会社　執行役

巻 頭 言
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広報

令和4年「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」の実施について
厚生労働省労働基準局

註： 上記の書面中、別紙は掲載を省略しています。厚生労働省HPの令和 4 年 2 月22日付け報道発表資料
「令和 4 年「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」を実施します」に別紙が掲載されています
ので参照してください。

別紙　令和 3 年職場における熱中症による死傷災害の発生状況（令和 4 年 1 月14日時点速報値）
リンク先：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_24043.html

　令和 4年 2月22日付で厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、当協会会長あてに、
令和 4年「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」の実施に伴い、協力依頼があり
ましたのでお知らせいたします。本キャンペーン期間は令和 4年 5月 1日から 9月30日
までで、 7月が重点取組期間です。
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1．総括
　令和 3年度の建設荷役車両特定自主検査

強調月間は、昭和60年にこの月間行事を始

めてから37回目を迎え、昨年に引き続き新

型コロナ感染症防止策の一環で、一部地域

では活動が制限され、減少したものの、今

までの実績を生かして強調月間の推進に努

めた結果、報告のとおりの成果を上げたも

のと認められる。

　これは、厚生労働省及び経済産業省のご

指導、各労働局、監督署、及び、各協賛団

体関係者のご支援並びに当協会の各支部の

努力と会員事業場の協力の結果である。

2．実施事項
　 1）広報活動

　　①　実施状況

　　　ア�　リーフレット、ステッカー等の配布

　　　　�　協会においては、令和 3年には

年当初に年間PR用リーフレット

236,920枚、ポスター15,150枚を作

成配布した。さらに、強調月間用

として強調月間リーフレット

150,600枚、強調月間ポスター

12,170枚、「ステッカー」について

は、吸着タイプのステッカーを

13,720枚作成し、各会員に配布す

るとともに、関係団体等の協力を

いただき関係者に配布した。

　　　イ�　登録検査業者による特定自主検

査（以下特自検という）対象機械

使用事業場に対するPR

　　　　�　特自検の完全実施を目標に毎年

実施している。

　　　　�　具体的な対応としては、22支部

において、強調月間PR用・年間PR

用リーフレットや支部独自で作成

した実施勧奨ハガキを会員の登録

検査業者に配付し、登録検査業者

からは、それらの資料を活用して

特自検が未実施と思われる事業場

へPRを行った。

広報

令和3年度建設荷役車両
特定自主検査強調月間実施結果報告

建設荷役車両安全技術協会　本部

　令和 3年度事業として、令和 3年11月、当協会主唱、厚生労働省及び経済産業省の後援、

5災防団体および 2関連社団法人協賛の下に全国一斉に実施しました「建設荷役車両特定自

主検査強調月間」（以下「強調月間」という。）について、概況を下記のとおり取りまとめま

したので、報告いたします。

記
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　　　ウ�　地方公共団体等の工事発注部門

へのPR

　　　　�　前年度に引き続き、39支部にお

いて地方公共団体等の工事発注機

関の関係部門に資料を送り、特自

検未実施機械の現場持込みの禁止

と各事業者への指導を要請した。

　　　エ�　特自検に関する業務点検実施のPR

　　　　�　本年度も、特自検の適正実施に重

点を置き、『特定自主検査業務点検

表の解説』「検査業者用」を6,000部、

「事業内用」を9,000部、『特定自主

検査業務点検表』「検査業者用」を

6,000部、「事業内用」を9,000部印

刷し特自検実施事業場に配布するこ

とで特自検の適正な管理体制に関す

る理解を広げ、自社のそれぞれの事

業場が特自検業務の実施体制、検査

者、検査機器、標章、台帳、記録表

等の管理について適正に行われてい

るかどうかの業務点検を実施するよ

う周知・徹底に努めた。更に、36支

部において会員・非会員に対して

「特定自主検査業務点検表［事業内

用］」を6,172部、［検査業者用］を

3,580部、頒布し活用するよう呼びか

けた。また、巡回指導時においても

18支部が「特定自主検査業務点検表」

とその解説を使用し適正な検査及び

管理体制の指導に活用した。

　　　オ�　勧奨文、要請文等によるPR

　　　　�　協会作成のリーフレット等に独

自の発想の勧奨文書等を添え事業

場等に配布した支部や、産業安全

大会等で年間リーフレット、及び

強調月間リーフレット等を配布し

た支部もあった。

　　　カ�　新聞、機関誌、会報等によるPR

　　　　�　物流関係業界紙 3紙、及び、建設

関係業界紙 2紙に強調月間のPR記

事を掲載し周知に努めた。

　　　　�　また、災防団体や関連団体の業

界誌でPRした12支部及び機関誌で

周知した18支部の他、ラジオCM 5

支部、テレビCM 2支部などメディ

アを活用した支部、YouTubeでPR

した支部もあった。

　　　キ�　その他

　　　　�　携帯用アルコールスプレー8,950

個を作成、配布し強調月間のPRに

努めた。

　　　　�　また、支部独自の名刺や封筒等

に貼付できるゴム印等を作成し押

印後に配布した支部もあった。

　　②　実施効果

　　　�　前年度に引き続き、地方公共団体

等の公共工事発注機関に対し、関係

事業場への、業務点検表による業務

点検の実施等についての指導を要請

したこと、会員である登録検査業者

から未実施と思われる事業場にPRを

行ったことなどにより、さらに、特

自検の実施率の向上等の効果が現れ

てくるものと期待している。

　 2）巡回指導

　　①　実施状況

　　　�　強調月間を中心として、巡回指導

を実施した結果は次のとおりである。
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　　②　実施効果

　　　�　各支部において、支部独自の考え

に基づき実施計画をたて強調月間を

中心に巡回指導を実施し、特に特自

検の普及促進について努力している。

また、検査業者及び事業内における

特自検業務の業務点検、未実施事業

場に対する指導等についても十分な

配慮が払われていることが窺える。

　　　�　なお、行政との合同による巡回指導

を実施した支部は、10支部で昨年より

2支部増加した。その他、他災防団体

の職員や地方自治体職員との安全パト

ロールも実施しており特自検の普及促

進に効果を上げている。

　　　�　行政との合同による巡回指導は効

果的な指導が出来るが、支部単独で

の巡回指導に於いても、行政と他の

方法での連携を図り、効果を挙げて

いる報告がある。

　　　�　また、巡回指導実施時に「記録表

記入要領（抜粋版）」を使用し記録表

の適正な記入の方法を指導した支部

が21支部あり、「記録表記入要領（抜

粋版）」を750冊頒布し適正な検査記

録表の作成指導に効果があった。

　 3）研修等の実施

　　�　強調月間中に特定自主検査セミナー

を行った支部が12支部13回、能力向上

教育を行った支部が10支部13回の実施

であった。実務研修については、「検査

業者業務点検コース」を行った支部が

3支部での実施、「記録表作成コース」

を行った支部は15支部15回の実施があ

り、特自検の適正な実施について効果

があるものと期待している。その他、

「資格取得研修」を行った支部が12支部

16回の実施、「安全教育」を行った支部

が 9支部の実施であった。

4 ）特自検実施状況調査の実施

　　�　強調月間行事の一環として、本年度

も、11支部において、何らかの方法で

実施状況の調査を行った。

　　�　その方法としては、「標章頒布時の

調査」、「巡回指導時のチェック」、「保

有機械実施調査票の郵送」等が主な方

法である。アンケートによる調査に

よって、特自検の周知が行われたと考

える。

以上

巡回指導実施状況（令和 3年11月分）
区分 支部数 指導実績 1支部平均

巡回指導日数
31

延216日 7.0日

訪問社数 931社 30.0社

人
員
数

巡回指導員 延375名 12.1名／31支部

担当官 10 延47名 4.7名／10支部

その他※ 5 延55名 11.0名／5支部
※その他には、他災防団体や地方自治体職員との合同巡回指導が含まれる。
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　建荷協では、記録表を正確に記入できるよう、記入方法について解説した「特定自主検査記録表の

記入要領（TC-ZC-02-Q）」を発行しています。ここでは、記入要領のさらなる普及・促進を図るため

に作成している「抜粋版（TC-ZC-02-QEX）」を紹介します。本誌を広く活用し、より的確な特定自主検

査を心がけてください。

　なお、本誌は協会ホームページよりダウンロードすることができます。

広報

特定自主検査記録表の記入要領（抜粋版）の紹介
建設荷役車両安全技術協会　本部
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　第 4回は、先般実施した「特定自主検査記録表作成支援ソフト」についてのアンケー
ト調査結果がまとまりましたので報告します。今後、この調査結果をもとにより良い支
援ソフトにアップグレードしていく予定です。アンケート調査へのご協力ありがとうご
ざいました。

特定自主検査記録表
作成支援ソフトの紹介

建設荷役車両安全技術協会　業務部

第4回

広報

1．調査概要
　「特定自主検査記録表作成支援ソフト」
（以下、ソフトと表記）を公開後、半年を
経過し、ここで協会会員へソフトの使用状
況と共に使用した効果の確認をしました。
　また、今後のソフト改善に向け、会員か
らのご意見をいただくことを目的にアン

ケート調査を実施しました。
1,178件のご回答が有り結果は以下の通
りでした。

2．調査結果
⑴�　利用状況（1,156：この質問の回答数、
以降同様）（グラフ 1参照）

グラフ 1 　特自検記録表作成支援ソフトの利用状況
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グラフ 2 　特自検記録表作成支援ソフトを利用した感想

1）�　既に利用されている方は全体48％
で、今後利用する予定の会員を含める
と、57％と半数以上の会員で利用して
いただける予定です。

2）�　今後利用する予定の方は令和 4年 1

月、 4月からなど、区切りのいい時期よ
り導入するとの回答が多くありました。

3）�　現在ソフトを利用していない理由と
して、次のコメントが寄せられました。

　　 • �手書きの記録表残が有るので、無く
なったらソフトを利用する。

　　 • �メーカー製ソフトを使用している。
　　 • �テスト的に使用してみた、今後検討

する。

　　 • �手書きに慣れているため使用しない。
⑵�　利用した感想（効果）（1,156）（グラ
フ 2参照）
1）�　記録表作成の時間短縮・品質向上に
役立っている、またはいずれかの回答
は全体の79％となりました。

　　�　一方では、手書きを継続する回答者
は全体の10％でした。

2）�　その他の利用した感想として以下の
ものが有りました。

　　 • �印刷文字を大きくした方がより良い。
　　 • �ソフトにまだなれていない。
　　 • �パソコン自体に不慣れ。
⑶　利用しない理由（640）（グラフ3参照）

　⑴のソフトを利用していない方の理由は
次の通りです。

1）�　「必要性を感じていない（手書きで
も充分対応できる）」方が167件で26％
を占めました。全アンケート数（1,178

件）の14％となります。
2）�　「協会以外の記録表ソフトを使用」
は76件で12％でした。また、操作する
人材がいない、対応するパソコンが無
い等のソフトに対応が出来ない会員は
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グラフ 3 　特自検記録表作成支援ソフトを利用しない理由

24％でした。
3）�　その他の利用しない（出来ない）理由
として次のご回答をいただきました。

　　 • �検査員のPC不慣れ、PC台数不足。
　　 • �記録表が余っているので。
　　 • �社内セキュリティー。
　　 • �必要な機種が無い。　など
⑷�　現在の紙媒体の特自検記録表の提供方
法について（1,138）
1）�　ソフトを利用した上で、紙媒体でも
記録表が必要との回答は、41％でした。

　　�　その理由としては、開発されていない
機種は紙媒体が必要、またパソコンが使
用できない検査者の手書き対応であった
り、また従来の通り手書きで充分などの
ご意見をいただきました。

⑸�　今後の改良点（自由記述、主な意見）
　【 a表題部】（130）
　　 • �印刷時の文字の大きさが小さいので

大きくしてほしい。太字・フォント
の変更ができるように。右詰と左

詰・中央、全角では桁数が少ない等
多数の改善要望がありました。

　【 b検査項目】（68）
　　 • �エラー表示が解りづらい、空いてい

るところに自由にテキストを追記し
たい等の個別のご意見が寄せられま
した。またソフトのアップデートで
解消されているご指摘もありました。

　【 c補修措置】（90）
　　 • �表題部の改善要望と同じく、印刷時

のフォント変更等のご意見や、補修
措置欄へ照会NO、補修箇所の文章
自動記載してほしい要望がありま
した。

　　 • �その他にチェックシート欄とは別
に、補修等の措置内容のページは
必ず追加して出力されますが、
記入事項が無い場合には印刷しな
いようにとのご意見も多数ありま
した。

　【 d環境設定】（12）
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グラフ 4 　アップデートの既知

　　 • �ソフトを複数台でネットワーク共
有したい、検査台帳機能を検査業
検査と事業内に分けて生成してほ
しい等個別のご要望がありました。

　【 eその他】（209）（以下、主な意見）
　　 • �表題部、補修措置にも記載のある

フォント変更要望、本記録表発行
後の修正を可能にしてほしい等の
ご意見がありました。

⑹　その他ソフトへのご意見（257）

　　 • �重複していますが、フォントの変更
や未開発機種の記録表追加のご意見
が多数ありました。

⑺�　ホームページでのアップデートについ
て（262）（グラフ 4参照）
　　 • �協会ホームぺージでアップデートを

していることは、全体の94％の会員
がご存じでしたが、残りのソフト使
用者に対し、いかにお伝えしていく
かが課題となります。

3．今後について
　今回のアンケート調査結果や寄せられた
意見をもとに開発の可否を含めて個々に検
討し、より良いソフトにアップデートして
いく所存です。
　アップデートは都度、アップデートファイ

ルを協会ホームページよりダウンロードして
いただき、最新バージョンのソフトを使用し
ていただくようお願いします。（次ページ参照）

　回答者の皆様、アンケート調査にご協力
いただき、改めて御礼申し上げます。
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1．研修受講資格の経験年数について

Q�1 ：フォークリフトの検査業者です。

　�　昨年 4月、新入社員として採用した

メカニックが自動車整備士技能検定

（ 2級ガソリン整備士）に令和 3年 6

月11日に合格しています。

　�　貴協会HPの特定自主検査研修予定

には、令和 4年 6月15日からの研修

がありますが、現在 5月なので経験年

数が 1年未満です。

　�　受講可能でしょうか。

A 1 �：フォークリフトの特定自主検査に係
る資格者として、下記告示の第 4条第
四号においては、記載された技能検定
に合格した者で、一定の業務に 1年以
上従事した経験を有し、かつ、当協会
が実施する研修を修了したものが掲げ
られています。

　　�　当協会においては、研修初日におい
て、 1年以上の経験があれば、受講資
格が満たされるとの規定を設けており
ますので、お尋ねの研修については、
受講可能となります。

　　�　なお、事業主による業務の従事経験
に関する証明書の記載方法、申込書の
記入事項に、注意が必要となりますの
で、事前に受講される支部にご相談い
ただくようお願いいたします。

告示　�労働安全衛生法及びこれに基づく
命令に係る登録及び指定に関する
省令第19条の22第 1 項第 2号の規
定に基づき厚生労働大臣が定める
者及び同令第19条の24の 3 第 1 号
の規定に基づき厚生労働大臣が定
める検査業者検査員研修の内容及
び時間

　　　（改正　平23. 3 .31 厚生労働省告示
　　　第104号）
　　　�（フォークリフトに係る厚生労働

大臣が定める者）
　　　�第 4 条　登録省令第19条の22第 2

項第 2号の厚生労働大臣が定める
者は、次のいずれかに該当する者
とする。

　　一　旧訓練法第 8条・・・
　　　（省略）
　　四　自動車整備士技能検定規則（昭

　皆様から建荷協にお寄せいただいた「特定自主検査業務に関わる質問」の中より、重要
なもの、繰り返しいただいたもの等をQ&Aの形で紹介しています。
　より適正な検査の実施および信頼される特自検管理業務の参考にしていただければ幸いです。

特自検Ｑ＆Ａ
建設荷役車両安全技術協会　本部

第13回

広報
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和26年運輸省令第71号）第 2条に掲げる
1級 4 輪自動車整備士、 2級ガソリン整
備士又は 2級ジーゼル自動車整備士の技
能検定に合格した者で、フォークリフト
の点検又は整備の業務に 1年以上従事し
た経験を有し、かつ、厚生労働省労働基
準局長が定める研修を修了したもの

2．能力向上教育について

Q�2 ：特定自主検査（車両系建設機械・

整地等）の検査業検査員です。

　�　能力向上教育は、 5年経過したら受

けなくてはいけないのでしょうか？

A 2 �：能力向上教育については、下記に示
すように法令で定められています。

　　�　当協会では、各メーカーさんのご協
力をいただき、新機構の解説及び検査
方法等や新機構に合わせた記録表の記
入方法などを学んでいただけるよう、
能力向上教育を実施しています。この
教育は法令を満足するものであり、受
講されることをお勧めいたします。

安衛法　（安全管理者等に対する教育等）
　第19条の 2

　�　事業者は、事業場における安全衛生の
水準の向上を図るため、安全管理者、衛
生管理者、安全衛生推進者、衛生推進
者その他労働災害の防止のための業務に
従事する者に対し、これらの者が従事す
る能力の向上を図るための教育、講習等
を行い、又はこれらを受ける機会を与え
るように努めなければならない。
　　　　　　　　　　　　　（以下省略）

通�達　　　車両系建設機械（整地・運
搬・積込み用及び掘削用）特定自主検
査能力向上教育実施要領

　　　　　　（平 6 .10. 5 　基発第620号）

1．目　的
　�　近年、車両系建設機械は、メカトロ
化、多機能化、大型化がなされ、その
技術的進展は著しいものがある。

　�　これに伴い、車両系建設機械の特定
自主検査に従事する者は、これらの技
術的進展に対応するため従来にもまし
て検査等について高度な知識と技術が
要求されている。

　�　このため、車両系建設機械（整地・
運搬・積込み用及び掘削用）の特定自
主検査の業務に従事する者に対し能力
向上教育を実施することにより、最近
の技術の進展に対応した知識等を付与
し、もつて労働者の安全の一層の確保
を図ることとする。
2．対象者
　�　車両系建設機械（整地・運搬・積込
み用及び掘削用）の特定自主検査の業
務に従事しておおむね 5年以上経過し
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た者とすること。
3．（以下省略）

　同様に他機種は以下のとおり
　〇�フォークリフト　（平 6 . 9 .29基発第
600号）

　〇�車両系建設機械（基礎工事用）
　　（平 5 . 7 .23基発第480号）
　〇�車両系建設機械（コンクリート打設
用）

　〇�車両系建設機械（解体用）
　〇�高所作業車
　〇�不整地運搬車
　　　　　　　（平11. 9 .14基発第547号）

3 �．トラクタ・ショベルをフォーク仕様に
変更した建設機械について

Q�3 ：今までバケットを装着して車両系

建設機械としてトラクタ・ショベルを

使用していましたが、荷物を運ぶため

にフォーク仕様に変更しました。

　�　この場合、今まで通り特自検をしな

くてはいけませんか。

A 3 �：現状のフォーク仕様においては、車
両系荷役運搬機械になり、これまでの
車両系建設機械ではなく、フォークロー
ダーとしての定期自主検査が必要とな
ります。

　　�　しかし、バケットを保有し、状況に
応じて付け替えする場合には、本来の
車両系建設機械としての特定自主検査
が必要となりますのでご注意ください。

　　�　なお、当協会の発行する「特定自主
検査対象機械の概要」（SC-ZC-01-E）
が今年 4月に改訂されています。

　　�　改訂の内容は、新機種の追加やJIS

規格（2017）に対応した名称等の見直
し、画像等の入れ替えなど、今まで以
上に見やすく構成されており、今回の
お尋ねのフォークローダーの説明も、
掲載されていますので、参考にしてい
ただけたら幸いです。

��註�：回答中の枠囲みは
　法令　を示します。　法令　を示します。

特自検に係るご質問をお待ちしています。

質問が採用された方には、薄謝を進呈します。

質問は以下の方法でお寄せ下さい。

•メールにて（E-mail：koho@sacl.or.jp）

• FAXにて（FAX：03-3221-3665）
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技術解説

生産性と安全性の向上を目指した
締固め機械の特徴紹介

後藤　春樹＊

1．はじめに
　現在、建設業界はインフラの整備・維持
や災害復旧等、国民生活や社会経済を支え
る大きな役割を担っているにも関わらず、
熟練労働者の減少による人手不足が深刻化
している。このような状況下、建設現場の
更なる生産性と安全性の向上を実現する
為、ICT導入による現場の見える化や、建
設現場のIoT化による新たな顧客サービス
の提供が必要になってきている。
そこで、本記事では、特に締固め機械に特
化して、締固め品質と安全性および生産性の
向上への取り組みと各々のICT機器の特徴を
紹介する。その取り組みの代表的な製品とし
て、転圧管理システム、緊急ブレーキシステ
ムおよび自律走行式ローラを取り上げた。
　転圧管理システムは、締固め度の指標と
なるCCV（ローラ加速度応答法）を標準搭
載することでより高い品質管理を実現し、
締固め品質向上を目指したICT機器である。
また、緊急ブレーキシステムは、転圧路面上
に生じる水蒸気や土埃をできる限り対象物とみ
なさない独自技術により、緊急ブレーキが必要
以上に作動することなく転圧作業をすることが
できると共に、ロールをロックさせずに停止す
ることで舗装面への品質にも配慮する等、安全
性と施工性の両立を実現させている。
　更に、自律走行式ローラに関しては、無
人走行が可能となる未来のローラ思想を取
り入れた締固め機械である。
　これらのICT機器は、締固めにこだわっ

た、より専門的で、より使い勝手の良い製
品であり、将来はAIの活用を視野に入れ、
新たな付加価値の創造をお客様へ提案する
事を目指している。

2．転圧管理システム
1）概要
　�　図 1に本転圧管理システムの概要図を
示す。本転圧管理システムは、GNSS

（全球測位衛星システム）およびクラウ
ドネットワークサービスを使用した締固
め管理装置である。

　�　国土交通省の管理要領に基づく転圧回
数管理や走行軌跡管理、層別転圧管理を
行うだけでなく、締固め度の指標である
加速度応答法を用いたCCV（Compaction 

Control Value）による締固め管理機能
を標準装備し、より高い品質管理と生産
性向上を実現している。

　�　CCVは、室内試験や試験施工で得られる
密度とのデータ相関結果に基づき、CCVと
いう管理基準を設ける事が可能となってい

＊酒井重工業株式会社　次世代事業開発部　部長代理

図 1 　転圧管理システムの概要図
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る。この他、別途アスファルト舗装用温度
センサを接続することで、表面温度の管理
も可能であり、土工工事から舗装工事まで
の締固め施工管理が可能となっている。
　�　また、初期設定項目の簡素化と分かり
易い画面構成となっているため、締固め
作業従事者であれば、簡単に理解して操
作が可能である。各種設定項目も、例え
ば使用締固め機械の機種名を選択するこ
とで、GNSSアンテナ位置が自動設定さ
れる等の仕組みを採用している。
　�　これらはクラウドネットサービスの利
点を生かして、施工現場の各種データを
離れた現場事務所、管理事務所でも確認
することが出来、効率の良い施工および
進捗管理を可能としている。

2）転圧管理システムの使用実績
　�　ここでは、締固め度の代替指標となり
得るCCVの適用性を、過去の報告例をま
とめながら改めて紹介する。
　⑴　道路路床試験でのCCVの有効性判定
　　�　道路路床の品質管理手法として、

CCV管理手法を確立する為に実施した
試験1）について紹介する。

　　�　表 1に道路路床試験の土質条件と締
固め機械の概略仕様を、図 2に転圧回
数、CCVおよび乾燥密度の関係を示す。
この試験では、CCVは転圧回数の増加
に伴い地盤の締固め効果を良好に評価
できた事が証明された。

　⑵　粗粒材料試験でのCCVの有効性判定
　　�　大規模土工現場での施工合理化の効
果を得る為に、盛土締固め施工におい
て粗粒材料でのCCVの有効性を確認し
た試験2）について紹介する。

　　�　表 2に粗粒材料試験の土質条件と締
固め機械の概略仕様を、図 3に転圧回
数、CCVおよび乾燥密度の関係を示す。
この試験では、CCVは乾燥密度やRI密
度の代替指標として盛土の品質を評価
する一つの指標となり得る事が証明さ
れた。

⒜　転圧回数との関係

⒝　CCVの有効性判定

表 1 　道路路床試験の土質条件等

表 2 　粗粒材料試験の土質条件等

図 2 　道路路床でのCCVの有効性判定
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　⑶　路盤材料試験でのCCVの有効性判定
　　�　舗装工事の施工の効率化、コスト低
減および品質向上を目指して、路盤工
事におけるCCVの有効性とプルーフ
ローリングの代替ツールとしての適用
性を確認した試験3）について紹介する。

　　�　表 3に路盤材料試験の土質条件と締固
め機械の概略仕様を、図 4にCCVと地盤
反力係数の関係を示す。この試験では、
CCVはハンディ―FWDを用いた地盤反
力係数と高い相関が得られただけでなく、
締固め不足等による不良個所の特定を行
う事ができ、プルーフローリングの代替
ツールとしての適用性が証明された。

　⑷�　盛りこぼし橋台における路床材料で
のCCVの有効性判定

　　�　高速道路での橋梁構造物の縮小化の
為に、高盛土部の縁部に盛りこぼし橋
台が採用されている。この盛りこぼし
橋台では、良質な路床材料を用いる事
が一般的であり、品質向上の一環とし
てCCVによる現場管理手法への適用性
を確認した試験4）について紹介する。

　　�　表 4に路床材料試験の土質条件と締
固め機械の概略仕様を、図 5にCCVと

⒜　転圧回数との関係

⒝　CCVの有効性判定

表 4 　路床材料試験の土質条件等

図 3 　道路路床でのCCVの有効性判定

図 5 　路床材料でのCCVの有効性判定

図 4 　路盤材料でのCCVの有効性判定

表 3 　路盤材料試験の土質条件等
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地盤反力係数の関係を示す。この試験
では、CCVがハンディ― FWDを用い
た地盤反力係数と高い相関が得られた
事でその適用性が証明された。

　⑸　CCVの適用性試験結果のまとめ
　　�　上記の結果より、CCVは路床、盛土、
路盤等の各種材料への転圧指標として、
十分に適用性があることが証明された。

　　�　また、CCV管理が従来のプルーフロー
リングの代替として適用可能な事、下層
の剛性と振動エネルギーの影響により、
CCVの評価深さが約70cmに達すること
もある事なども同時に明らかにした。但
し、加速度応答法特有の注意点として、
高含水比の粘性土等、十分な地盤反力
が得られない土質では適応が難しい点に
留意されたい。

　　�　なお、直近の動向として、国土交通
省はICT導入協議会にてICT路盤工に関
し、令和 2年度にICT施工基準を整備
し、令和 4年度の本格導入を目指して
いる。ICT路盤工は、振動ローラに加
速度計を取付け、加速度応答によって
品質管理を行う手法で、砂置換法によ
る密度管理の計測作業と分析時間を大
幅に短縮と点管理から面管理に移行す
る事による施工品質の向上と併せて、
路盤工の生産性向上に寄与する狙いで
ある。

　　�　この他、アスファルト舗装工事用に
赤外線式温度計を利用した品質管理手
法も提案されている事を付記する5）。

3．緊急ブレーキ装置の概要
　後進用緊急ブレーキ装置付きのタイヤ
ローラ、マカダムローラおよびコンバイン
ドローラは、トリプルセーフティー（対象
物を検知した際に、運転席ディスプレイへ

のカメラ映像による可視化と警報、音声と
警告音で運転者と周囲作業者への注意喚起
および緊急ブレーキの作動）の設計思想で
運転者の“うっかり・まさか”等のヒュー
マンエラー防止を補助している。
　図 6にマカダムローラに設置された緊急
ブレーキシステムの概念図を示す（コンバ
インドローラは広い視野で目視確認が可能
な為、バックカメラは搭載していない）。

　物体を検知した際には、車両の速度が速
い場合には遠くの位置から、車両の速度が
遅い場合には近い位置から緊急ブレーキを
作動させることで、緊急ブレーキが必要以
上に作動せず、また、ロールをロックさせ
ずに停止させることで、舗装面への品質、
すなわち、施工性と安全性の両立を図って
いる。
　その他に、検知幅を転圧幅に合わせるこ
とで、壁際転圧作業等においても、必要以
上に緊急ブレーキが作動することを防ぎ、
安全を確保しながら連続した施工作業を可
能にしている。また、ストックヤードでの
駐車やトレーラ積込時には、手動で緊急ブ
レーキを解除でき、使い勝手の良い設計と
なっている。

4．自律走行式ローラの概要
　図 7に自律走行式ローラの運転状況を
示す。

図 6 　緊急ブレーキ装置の概念図
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　自律走行式ローラに関しては、未だ開発
段階ではあるが、運転精度の高い直進性と
滑らかなステアリング制御を追求し、運転
者の技量に依らない均一な転圧を実現する
と共に、転圧管理システムや緊急ブレーキ
装置も含めて締固め品質、安全性および生
産性の向上を目指した自動走行が可能な締
固め機械である。

5．おわりに
　本報文では、締固め機械に特化したICT

機能（製品）を、転圧管理システム、緊急
ブレーキシステム、自律走行式ローラの順
に紹介してきた。特に施工品質の向上を目
指した転圧管理システムやCCVを用いた管
理手法を重点的に解説し、十分な適用性が
得られていることを改めて証明した。
　国土交通省の動向は前述したが、路盤工
に関し、令和 4年から導入を目指していく
という指針が出ており、加速度応答（CCV

等）を用いて品質管理する手法で、砂置換

法による密度管理の計測作業と分析時間を
大幅に短縮と点管理から面管理に移行する
事による施工品質の向上と併せて、路盤工
の生産性向上を目指す事になる。
今後益々、舗装工事での品質基準にCCV

を適用する事案が増加するので、舗装工事
現場での適用性に関して、報文化を実施す
る予定である。また、同時に、更なる施工
品質や安全性、生産性の向上を目指した新
たな締固め機械も開発していく所存である。

参考文献
1）�藤岡・内山他：ローラ加速度応答法を
用いた道路路床の品質管理に関する研
究（その 1、その 2）：第39回地盤工
学研究発表会（2004年 7月）

2）�横田・内山他：振動ローラの加速度を利
用した締固め管理の検討－大規模土工
における情報化施工に関する研究―：第
37回地盤工学研究発表会（2002年 7月）

3）�上野・小薬他：情報化施工における転圧
管理システムCISの適用事例について：
建設機械シンポジウム（2009年11月）

4）�中村・内山他：粗粒材料を対象とした
ローラ加速度応答法の大型土槽試験
（その 1、その 2）：土木学会第68回年
次学術講演会（2013年 9月）

5）�ICT施工の対象工種の拡大に向けた取
組（資料- 2）：

　　国土交通省ホームページ資料

図 7 　自律走行式ローラの運転状況
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【分類】　�起 因 物：フォークリフト　事故の型：転倒

1－1　どんな危険が潜んでいるのでしょう…（この状況で予知される災害は？）

　フォークリフトで、製品が積載されたパレット（約600kg）をトラック（ウイ
ング車）荷台の左側後方に積み込んでいました。

1 . 車両系荷役運搬機械の災害事例

　車両系荷役運搬機械および車両系建設機械・高所作業車（特自検対象機械）の労働災害
事例について、災害発生前と発生後をイラストにして説明しています。職場の皆様でご覧
になり、安全作業、危険予知活動等にご活用ください。

イラスト災害事例

イ
ラ
ス
ト
災
害
事
例
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1－2　どうすれば防げるでしょうか…（こんな災害が発生しました）

　突然、トラックが前進を始めたため、荷台後部（リヤドア部）と接触したフォー
クリフトが横転し、投げ出された運転者がフォークリフトの下敷きになりました。

【災害発生防止のポイント】
●�車両系荷役運搬機械等（フォークリフト等）を用いる場合、作業実施計画を作
成し、作業指揮者を定めて作業を実施する。また、他職との連絡調整を行い、
関係労働者に周知させること。
●�荷役作業中は、トラックのエンジンを停止し、サイドブレーキをかけ、車輪に
車止め（逸走防止用）措置を施す。
●�トラック運転手は、フォークリフトがトラックから離れたことを最終確認し、
出発する。
●�フォークリフト運転手は、シートベルト、保護帽（ヘルメット）を必ず着用す
ること。

イ
ラ
ス
ト
災
害
事
例
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【分類】　起 因 物：掘削用機械　事故の型：転倒

2－1　どんな危険が潜んでいるのでしょう…（この状況で予知される災害は？）

　造成工事現場において、基礎工事に係る掘削を行うため、ドラグショベルで、
傾斜角約30度の地山スロープを下ろうとしていました。

2 . 車両系建設機械等の災害事例

イ
ラ
ス
ト
災
害
事
例



SACL （ 54 ） 第 44巻 259号（2022. 5 ）

212

2－2　どうすれば防げるでしょうか…（こんな災害が発生しました）

　ドラグショベルがバランスを崩し前方へ転倒、その際運転席から投げ出された
運転者が、ドラグショベルのアームと地山の間に頭部を挟まれました。

【災害発生防止のポイント】
●�登坂能力を確認し、機械能力を超える斜面を走行しないこと。
●�斜面はできるだけ直角方向に走ること。また急激な方向転換を避け、転倒を防
ぐためバケットは高く上げないこと。
●�運転手はシートベルト、保護帽（ヘルメット）を必ず着用すること。イ

ラ
ス
ト
災
害
事
例
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※�　この欄では、会員企業から随時提供されるニュースリリースをもとに、数機種を選び掲載しています。

製 品 名 土工用振動ローラ「ZC120S- 6」
日立建機株式会社

発売年月 令和 4年 6月
■概要
　日立建機株式会社は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関す
る法律（オフロード法）」2014年基準に適合した土工用振動ローラ
ZC120S- 6（以下、本製品）を、日本国内向けに2022年 6月より
発売します。
　本製品は、日立建機の連結子会社である株式会社日立建機カミー
ノが、日立建機グループとして初めて開発した土工用振動ローラで、
2021年 4月より日本国内でレンタルを開始しました。レンタルで
ご活用のお客さまから、操作性や機械周辺の視認性の良さ、日常メ
ンテナンスのしやすさなどで高い評価をいただいたため、一般販売
を開始することにしました。道路や舗装の土台となる路床の締固め
の他、ダムや空港、港湾、宅地造成などの大規模なインフラ整備や、
減災・防災に向けた国土強靭化の取り組みでの活用が期待されます。

■主な特長
1．運転席から機械周辺の視認性を確保し、安全性・作業性向上に
寄与

　�　安全性および作業性を向上させるため、運転席の窓を大きく、
車体後方のエンジンカバーは傾斜をつけた造形として、オペレー
タが運転席から機械周辺を幅広く見渡せるようにしています。直
接の視認が難しい車体後方や後端の下部は、運転席内のモニター
で確認することが可能です。

2．注意喚起・操作ガイダンスなどのモニター表示機能で、安全性
の向上に寄与

　�　運転席内のモニターに、駐車ブレーキ解除のし忘れやニュート
ラルスタートといった注意喚起、排出ガス後処理装置の再生手順
などの操作ガイダンスを表示することで、安全性の向上に寄与し
ます。また、お客さまに適正なタイミングでのメンテナンスを実

施していただくために、エンジンオイルや作動油などの次回メン
テナンスまでの時間も表示します。

3．日常的なメンテナンスを地上から可能に
　�　燃料給油口、エンジンオイルレベルゲージ、エアクリーナーな
どを車体の低い位置にレイアウトしました。エンジンカバーを開
けるだけで、地上から日常的にメンテナンスを行うことが可能で
す。また、「自動逆転クーリングファン」により、ラジエーター
に付着したほこりを定期的に飛散することで、エアブローによる
ラジエーターの清掃頻度を低減しています。

■問合せ先
　�日立建機株式会社　ブランド・コミュニケーション本部
　�広報・IR部　広報グループ
　�〒110-0015 東京都台東区東上野二丁目16番 1号
　電話：03-5826-8152

　製品紹介

土工用振動ローラ 「ZC120S- 6 」

操作ガイダンス例 ： 駐車ブレーキ解除をし忘れた際の操作手順 （左）、
　　　　　　　　　　 　      排出ガス後処理装置の再生手順 （右）

■主な仕様
項　　目 ZC120S- 6

質量 運転質量 kg 12,400
前軸質量 kg 6,400
後軸質量 kg 6,000
静線圧（前輪） N /cm（kgf /cm） 294（30.0）
動線圧（Lo /Hi）（前輪） N /cm（kgf /cm） 1,024 /1,699（104.5 /173.4）

振動装置 振動数（Lo /Hi）*1 Hz（vpm） 30.5 /30.5（1,830 /1,830）
起振力（Lo /Hi）*1 kN（kgf） 156 /300（15,900 /30,600）
振幅（Lo /Hi）*2 mm 1.06 /1.95

性能 走行速度 km /h 11
登坂能力*2 ％（度） 55（28.8）
最小回転半径 m 5.8
締固め幅 mm 2,135

エンジン メーカー カミンズ
型式 QSB4.5
最大出力 kW /min-1

（グロス：JIS B8004：2005） （PS/rpm）
108 /2,000（146 /2,000）

最大出力 kW /min-1

（ネット：JIS D0006-1：2010） （PS/rpm）
102 /2,000（138 /2,000）

総行程容積（総排気量） L（cc） 4.46（4,460）
* 1：理論値
* 2：理論値。地盤によって変化することがあります。
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※�　ニュースリリース送付先：〒101-0051千代田区神田神保町3-7-1ニュー九段ビル９F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��（公社）建設荷役車両安全技術協会広報部
　　　　　　　　　　　　　　または E-mail：koho@sacl.or.jp まで

製 品 名 新型エンジン式フォークリフト「ERSIS（エルシス）」
三菱ロジスネクスト株式会社

発売年月 令和 4年 3月

■概要
　三菱ロジスネクスト株式会社は、新型エンジン式フォーク
リフト「ERSIS（エルシス）」（0.9〜3.5トン積）を2022年 3
月23日（水）から、全国の三菱ロジスネクスト販売店を通じ
て販売を開始しました。

ERSISは、三菱ロジスネクスト発足後2019年11月に発売
したバッテリー式フォークリフト「ALESIS（アレシス）」に
続く、新型小型エンジン式フォークリフトです。自社グルー
プ製各種エンジンを搭載し、最新の排出ガス基準に適合した
優れた環境性能と経済性を考慮した低燃費の両立を実現して
います。また、スムーズな走行と加速、トップクラスのマス
ト上昇速度やパワフルな登坂能力などオペレーターにとって
頼もしい作業性能を備え、車両統合管理システム「IPS*」の
各種機能による高い安全性も実現しています。さらにマスト
やトランスミッション、リアアクスルなど車体各部に自社開
発コンポーネントを採用し、重量物荷役作業に欠かせない信
頼性と耐久性を確保しています。
＊IPS：Integrated Presence System

■主な特長
1．優れた環境性と経済性
　�　レスポンスの良いリニアな操作感により物流現場をパワ
フルにサポートする自社グループ製電子制御クリーンエン
ジンを搭載。三菱重工エンジン＆ターボチャージャ社製
2014年排出ガス基準適合「D04EG ディーゼルエンジン」
およびグローバルコンポーネントテクノロジー社製2006
年排出ガス基準適合「GK21/25 ガソリン LPG エンジン」
は、それぞれ最新の国内排出ガス基準に適合した優れた環
境性能とCO2排出量の少ない低燃費性能により環境性と経
済性の両立を実現しています。

2．磨き抜かれた高い作業性、信頼性および耐久性
　�　スムーズな走行・加速性能、トップクラスのマスト上昇
速度、パワフルな登坂性能および優れた旋回性能によりオ
ペレーターにとって頼もしい作業性能を実現しています。
また、自社開発によるマストやドライブユニットなど各種
コンポーネント採用により、それらを支える高い信頼性と
耐久性を実現しています。

3．人と現場を守る安全性
　�　車両統合管理システム「IPS」をアップグレードし搭載。
従来車と同様の離席時走行・荷役インターロックシステム
やHIGH/LOW 切替スピードリミッター機能などの標準装
備に加え、シートベルト未装着時の走行インターロックや
駐車ブレーキ連動走行インターロックなど新たなオプショ
ン設定により、安全安心機能の充実化を図っています。

4．ストレスの無い快適な操作性と良好な視界
　�　車両の状態が一目で分かるデジタルモニターやステアリ
ング位置を調整できるティルトステアリング機構、リクラ
イニング・スライド機構付きサスペンションシートや操作
しやすい位置に配置したスイッチ類などストレスの無い快
適な操作性を従来車から引き継いでいます。また、広視界
設計により周囲への安全確認が重要な前方、後方および
高所荷役作業に欠かせない良好な上方視界を確保してい
ます。

5．多彩なオプション・アタッチメント
　�　路面から伝わる振動や衝撃を緩和し、騒音の軽減や荷崩
れと荷物の破損防止およびオペレーターの疲労軽減で好評
なグッドランニングシステム、レーザー光を照射しフォー
ク高さを目視で正確に把握できるイチギメクン、高い照度
で明るく見やすく省エネルギーで長寿命な各種LEDライト
など作業時の安全性や作業性向上を可能とする各種オプ
ションや様々な作業に対応する各種アタッチメントをご用
意しております。

■問合せ先
　�三菱ロジスネクスト株式会社
　マーケティング企画課　TEL：075-956-8688

エンジン式フォークリフト 「ERSIS（エルシス）」

FDE25P-T  （2,500kg 積み、 トルコン式 3.0m 揚高マスト装着車）
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建　荷　協　の　動　き
（令和 4年 2月 1日〜令和 4年 3月31日）

運営幹事会

　第30回運営幹事会（ 3月 8日開催予定）
は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止
する観点から召集せず、資料を送付

常設委員会

令和3年度　第4回特自検委員会
　委員会（ 3月 2日開催予定）は招集せず、
議事内容の資料を書面にて確認、承認
　議　事：
　　 1．令和 2年度特自検実施状況報告
　　 2．�令和 3年度特自検強調月間実施結

果報告
　　 3．�令和 4年度特自検強調月間実施要

綱について
　　 4．�「特自検記録表作成支援ソフト」ア

ンケート調査結果
　　 5．その他

　　　 • �不正事案など

令和3年度　第4回検査・整備技術委員会
　月　日：令和 4年 2月14日（月）
　場　所：WEB会議
　議　事：
　　 1．「考案賞」各賞候補の選考について
　　 2．令和 3年度の事業進捗報告について

令和3年度　第4回研修委員会
　月　日：令和 4年 3月17日（木）
　場　所：日本教育会館
　議　事：
　　 1．令和 3年度研修・教育実績について
　　 2．令和 3年度本部研修について
　　 3．令和 3年度委員会について
　　 4．令和 4年度研修部事業計画について
　　 5．令和 4年度検討課題について

令和3年度　第6回広報委員会
　委員会（ 3月 4日開催予定）は招集せず、
議事内容の資料を書面にて確認、承認
　議　事：
　　 1．�機関誌中期編集計画の検討（259号

〜261号）
　　 2．製品紹介（259号掲載分）
　　 3．�イラスト災害事例の検討（259号掲

載用初回案）
　　 4．�令和 4年度機関誌掲載用イラスト

災害事例の選考結果
　　 5．令和 4年度現場取材見学会について
　　 6．令和 5年年間ポスター制作について
　　 7．�機関誌モニターアンケートの今後

（令和 4年度）の取扱い
　　 8．�令和 4年度広報委員会開催スケ

ジュール
　　 9．令和 4年度広報委員会名簿
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新入会員名簿
会員番号 名　　称 〒 所在地 電話番号

30897 ㈲上田屋商会 401-0301  山梨県南都留郡富士河口湖町船津4273 0555-72-0373 

61333 ㈱アズマ商会 939-0125  富山県高岡市福岡町矢部524- 2 0766-64-5237 

76294 うすだ建機サービス㈱ 501-4610  岐阜県郡上市大和町島705- 4 0575-88-3206 

76295 ㈲大藤屋 444-0806  愛知県岡崎市緑丘 3 - 5 - 5 0564-25-8129 

76296 ㈲福島重車輌 379-2105  群馬県前橋市東大室町624- 1 027-268-3929 

76297 合同会社　ユースフルリペア 779-0223  徳島県鳴門市大麻町川崎413番地 1 088-624-8145 

76298 福島リフトサービス 822-0031  福岡県直方市植木995- 7 090-7924-0743

76299 タツトモギコウ㈱ 720-0311  広島県福山市沼隈町草深118- 1 050-8882-6781

会員入会状況

　令和 4年 2月 1日から令和 4年 3月31日までの会員の入会状況は次のとおりである。

種
別 対象業種別

会　　員　　数　（社）
令和 4年

1 月末
会員数

令和 4年 2月 1日〜
令和 4年 3月31日間異動

令和 4年
3 月末
会員数入　会 退　会

正
会
員

製造業 26 26
建設業 304 1 1 304
荷役業 87 87
製造工業等 44 44
リース・レンタル 660 1 2 659
検査・整備業 2,820 6 18 2,808
その他業種 173 2 171

賛 助 会 員 17 17
総 数 4,131 8 23 4,116



建設荷役車両 （ 59 ） 第 44巻 259号（2022. 5 ）

217

令和4年度
特定自主検査資格取得研修・教育の予定表

　令和 4年度における当協会の支部が行う研
修・教育の実施予定は別表 1・ 2及び 3のと
おりです。
　受講される場合は、毎号の機関誌又は当協
会のホームページを参考に、支部で実施予定
を確認の上、お申込みください。なお、当協
会の会員以外の事業所の方も受講できます。
　事業所は、退職、異動等で検査者の不足が
生じないよう資格取得研修の受講を計画して
ください。

1．特定自主検査資格取得研修
　　（別表1）
　　�　厚生労働省の告示及び通達に基づく、
事業内検査者及び検査業者検査員の資格
取得のための研修です。

2．特定自主検査者能力向上教育
　　（別表2）
　　�　厚生労働省の通達に基づき、「フォーク
リフト」「整地・運搬・積込み用、掘削用
及び解体用機械」「締固め用機械」「基礎
工事用機械」「コンクリート打設用機械」
並びに「高所作業車」の特定自主検査者
の業務に従事しておおむね5年以上経過し
た方を対象に、技術、知識を付与するこ
とを目的とした教育です。

3．実務研修及び安全教育
　　（別表3）
　　・実務研修「記録表作成コース」
　　　�　他の法令で資格を取得された方（建

設機械施工士他）や記録表の記入要領
について再び学びたい方などを対象に、
特定自主検査の法令上の位置付け、検
査方法、及び具体的な記録表の書き方

などについて学ぶことができます。
　　　�　なお、このコースには座学だけのコー

スと実機を使ったコースがあります。

　　・�実務研修「月次定期自主検査（フォー
クリフト）コース」

　　　�　定期自主検査の中でも月次検査につい
ては、特定自主検査の検査員資格がなく
ても検査を行うことができます。日頃
フォークリフトの整備や運転業務に従事
されている方を対象に検査方法や記録表
の記入要領について学ぶことができます。

　　　�　なお、このコースも座学だけのコー
スと実機を使ったコースがあります。

　　・�実務研修「月次定期自主検査（車両系
建機）コース」

　　　�　上記フォークリフトに引き続き車両
系（整地・運搬等）の月次検査につい
ても検査方法や記録表の記入要領につ
いて学ぶことができます。

　　　�　なお、このコースも座学だけのコー
スと実機を使ったコースがあります。

　　・�実務研修「検査業者業務点検コース」
　　　�　登録検査業者として、正しい管理運

営の在り方について点検表に基づいて、
内容を理解しながら研修をします。

　　・�安全教育
　　　�　厚生労働省の通達に基づき定期自主

検査対象であるクレーン機能付油圧
ショベルのクレーン部分（「建機付属ク
レーン部分」という。）並びにショベル
ローダー等の定期自主検査者を対象と
した安全教育です。

※�研修・教育の予定は、都合により中止・延期等変更になる場合がありますので事前に開催支部にお問
い合わせください。また最新の予定は協会ＨＰをご覧ください。
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令和4年度 特定自主検査資格取得研修（事業内）予定表（別表１）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部 フォークリフト
車両系建設機械

整地・運搬・積込・掘削・解体用機械

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 7 /13〜15 EF
青　森 5 /13〜14 EF
岩　手 8 /29〜31  EF
宮　城
秋　田
山　形
福　島

関
東
地
区

茨　城 5 /23〜24 EFG 5 /12〜13 EF
栃　木 4 / 9 〜10  EF
群　馬 10/21〜22  EF
埼　玉 8 /24〜26  EF 2 / 1 〜 3  EF
千　葉 5 /12〜14  EF 9 /15〜17 EF 7 / 6 〜 8  EF
東　京 7 /21〜23  EF 10/27〜29 EF
神奈川 7 / 7 〜 9   EF 11/10〜12 EF 8 /15〜17 EF

中
部
地
区

新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野 11/ 9 〜11  EF
岐　阜
静　岡 6 /16〜17  EF 7 / 7 〜 8  EF 4 /21〜22 EF 5 /26〜27 EF
愛　知 3 / 9 〜11  EF 3 / 1 〜 3  EF
三　重 10/21〜23  EF 9 / 9 〜11 EF

近
畿
地
区

滋　賀
京　都
大　阪 2 /14〜18  EF
兵　庫
奈　良 7 月下旬 EF
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 9 /14〜16   F
島　根
岡　山 8 / 4 〜 5   EF 5 /30〜31 EF
広　島 10/13〜14 EF
山　口 5 /20〜21  EF

四
国
地
区

徳　島
香　川
愛　媛 9 /15〜17  EF 7 /14〜16 EF
高　知 10/21〜22  EF

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 9 /15〜17  EF 7 / 6 〜 8  EF
佐　賀 10/ 4 〜 5   EF 7 / 6 〜 7  EF
長　崎 7 /21〜23  EF
熊　本 10/22〜23  EF
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Eは14時間、Fは9.5時間、Gは5.5時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和4年度 特定自主検査資格取得研修（事業内）予定表（別表１）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部
車両系建設機械

高所作業車
基礎工事用 締固め用 コンクリート打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道
青　森
岩　手 9 / 6 〜 8  EF
宮　城
秋　田
山　形
福　島

関
東
地
区

茨　城 6 / 9 〜10 EF 9 / 8 〜 9  EF
栃　木
群　馬 9 / 9 〜10 EF
埼　玉 6 /14〜16 EF 1 /25〜27 EF
千　葉 7 /26〜28 EF
東　京 6 /16〜18 EF 9 / 8 〜10 EF
神奈川

中
部
地
区

新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡 10/ 4 〜 5  EF 1 /17〜18 EF
愛　知 9 / 7 〜 9  EF
三　重 7 / 1 〜 3  EF 7 /29〜31 EF

近
畿
地
区

滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 10/16〜18  F
島　根
岡　山
広　島
山　口 8 /25〜27 EF 6 / 9 〜11 F

四
国
地
区

徳　島
香　川
愛　媛 5 /26〜28 EF
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 11/18〜20 EF
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Eは14時間、Fは9.5時間、Gは5.5時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和4年度 特定自主検査資格取得研修（検査業）予定表（別表１）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部 フォークリフト
車両系建設機械

整地・運搬・積込・掘削・解体用機械

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 5 /25〜27   BC 7 / 6 〜 8    BC 8 / 3 〜 5  BC 10/12〜14  BC 6 /15〜17  BC 9 /12〜16 ABC
青　森 6 /23〜25  BCD 7 /14〜16  BC
岩　手 6 /22〜24   BC 7 /13〜15  BC
宮　城 7 /14〜16   BC 6 /16〜18  BC
秋　田 6 /23〜25   BC 8 / 4 〜 6   BC
山　形 10/19〜21  BCD 6 /15〜17  BC
福　島 7 /13〜15   BC 8 /24〜26  BC

関
東
地
区

茨　城 6 /15〜17  BCD 10/24〜26  BCD 7 / 4 〜 8  ABC
栃　木 7 / 8 〜10   BC 6 /15〜17  BC
群　馬 7 / 7 〜 9    BC 9 / 1 〜 3   BC
埼　玉 7 /11〜15 ABCD 3 / 6 〜10 ABCD 12/ 5 〜 9  ABC
千　葉 6 /23〜25   BC 12/ 8 〜10   BC 10/18〜20  BC
東　京 6 /22〜26  ABC 2 /16〜18   BC
神奈川 6 /16〜18   BC 10/20〜22   BC 9 / 7 〜 9   BC

中
部
地
区

新　潟 6 /16〜18  BCD 7 /13〜17  ABC 9 / 8 〜10  BC 6 / 2 〜 4   BC
富　山 7 / 6 〜 8    BC
石　川 11/17〜19   BC
福　井 6 /15〜19   BC 5 /26〜28  BC
山　梨 10/18〜20  BC
長　野 7 / 5 〜 7    BC 9 / 7 〜 9   BC
岐　阜 9 /13〜15  BCD
静　岡 6 / 7 〜11 ABCD 9 / 7 〜 9    BC 2 / 7 〜 9   BC 5 / 9 〜13 ABC 12/ 6 〜 8   BC
愛　知 5 /27〜29  BCD 6 /17〜19  BCD 9 /15〜19 ABC 10/14〜16 BCD 9 /27〜29  BC
三　重 9 / 2 〜 4   BCD 5 /25〜29  BC

近
畿
地
区

滋　賀 2 /15〜17  BCD
京　都 9 / 8 〜10   BC 11/10〜12  BC
大　阪 7 / 4 〜10 ABCD 11/15〜19   BC
兵　庫 7 / 7 〜 9   BCD 9 /28〜30  BC
奈　良 10/20〜22   BC
和歌山 6 /23〜25  BC

中
国
地
区

鳥　取 9 /14〜16   BC
島　根 7 /13〜15   BC
岡　山 7 /25〜29  ABC 3 /13〜15   BC 10/24〜28 ABC
広　島 11/10〜12   BC 10/17〜21 ABC
山　口 9 /15〜17   BC 7 /14〜16  BC

四
国
地
区

徳　島 6 /16〜18   BC
香　川 6 /23〜25   BC
愛　媛 6 /23〜25  BCD 1 /20〜22  BCD 5 /26〜28  BC
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 6 /22〜26  ABC 1 /12〜14   BC 2 /15〜17  BC
佐　賀 6 / 7 〜 9    BC
長　崎 10/19〜23  ABC 11/ 8 〜10  BC
熊　本 7 /16〜24 ABCD 2 / 3 〜12 ABC
大　分 6 / 8 〜12  ABC 8 / 3 〜 7  ABC
宮　崎 7 / 6 〜10  ABC 9 / 7 〜11 ABC
鹿児島 10/12〜16  ABC 7 /13〜17 ABC
沖　縄 6 / 8 〜12  ABC 11/16〜20 ABC

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Aは35時間、Bは21時間、Cは18時間、Dは13時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和4年度 特定自主検査資格取得研修（検査業）予定表（別表１）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部
車両系建設機械

高所作業車
基礎工事用 締固め用 コンクリート打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 9 / 7 〜 9  BC 6 / 1 〜 3    BC 8 /24〜26 BC
青　森 9 /15〜17   BC
岩　手 10/26〜28   BC
宮　城 7 /27〜29   BC
秋　田 6 / 8 〜10   BC
山　形 4 /20〜22   BC
福　島 9 / 8 〜10   BC

関
東
地
区

茨　城 10/11〜13  BC 7 /19〜21   BC
栃　木 8 /25〜27   BC
群　馬 6 /23〜25   BC
埼　玉 10/17〜21 ABC 6 /13〜17 ABC 2 /13〜17  ABC
千　葉 10/11〜13   BC
東　京 11/10〜12   BC
神奈川

中
部
地
区

新　潟 8 /25〜27   BC
富　山 9 / 7 〜 9    BC
石　川 10/20〜22   BC
福　井 9 / 8 〜10   BC
山　梨
長　野 6 /14〜16   BC
岐　阜 7 /20〜22   BC
静　岡 9 /14〜16   BC 12/20〜22 BC
愛　知 3 /14〜16  BC 6 /24〜26   BC 11/ 4 〜 6  BC
三　重 6 /17〜19   BC

近
畿
地
区

滋　賀
京　都 7 / 7 〜 9    BC
大　阪 9 / 5 〜 9   ABC
兵　庫 3 / 8 〜10  BC 10/19〜21 BC 3 / 1 〜 3    BC
奈　良
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 11/16〜18   BC
島　根 11/ 9 〜11   BC
岡　山 2 /13〜17  ABC
広　島 9 / 8 〜10   BC
山　口 8 /25〜27  BC 6 / 9 〜11   BC

四
国
地
区

徳　島
香　川 10/27〜29   BC
愛　媛 10/13〜15   BC
高　知

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 10/19〜23  ABC
佐　賀 9 / 6 〜 8    BC
長　崎
熊　本
大　分 9 / 2 〜 4   BC 10/14〜16   BC
宮　崎 8 /18〜20  BC 2 / 9 〜11  BC 10/13〜15   BC
鹿児島 6 /22〜26  ABC
沖　縄 10/19〜23  ABC

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中、Aは35時間、Bは21時間、Cは18時間、Dは13時間の受講時間を示します。
注3　表中の網掛けは終了した研修を示します。
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令和4年度 特定自主検査能力向上教育予定表（別表２）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部 フォークリフト

車両系建設機械

高所作業車整地・運搬・積込、
掘削及び解体用 基礎工事用 締固め用

コンク
リート
打設用

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 6 / 7 6 /29 10/20 7 /27
青　森 10/28 6 /18
岩　手
宮　城 9 / 9 4 /28 8 /26
秋　田 9 / 7 9 / 8
山　形 7 /21 5 /19 9 /15
福　島 6 /22 10/18 6 /15 9 /21 8 / 9 8 / 8

関
東
地
区

茨　城 7 /13 12/ 6 6 /28 2 / 7 6 / 8 9 / 7
栃　木 7 /27 4 /22 2 / 3
群　馬 10/28 4 /21 10/12 9 /15
埼　玉 9 /28 9 / 7 10/26 3 / 1 5 /18
千　葉 9 / 6 9 /28 2 / 7
東　京 9 /14 10/19
神奈川 12/ 9 10/13

中
部
地
区

新　潟 9 /21 10/ 5 9 / 7
富　山 9 /16 6 / 7 7 /26
石　川 8 /24 7 / 6
福　井 7 / 7 6 / 9 8 /30
山　梨 7 月下旬 6 /24 9 月下旬
長　野 8 /26 9 /17
岐　阜 2 / 9 6 /29
静　岡 1 /11 2 / 2 8 / 3 9 /21 6 / 3 6 /22 7 / 5
愛　知 7 /14 8 /18 7 / 6 3 /23 7 /12 7 / 4
三　重 8 /25 6 / 2 7 / 7

近
畿
地
区

滋　賀 7 /28
京　都 1 /17
大　阪 1 /25 6 / 8 1/18
兵　庫 9 /16 11/11 6 /17 6 / 3
奈　良
和歌山 10/23 11/ 6

中
国
地
区

鳥　取 9 / 2
島　根 8 / 4
岡　山 9 /20 9 /27 9 /12 11/ 7 11/18
広　島 6 / 7 6 /14 6 /21 7 /12 7 /19 7 /21 7 / 6 7 /26
山　口 11/11 11/25 10/28

四
国
地
区

徳　島 8 /26
香　川
愛　媛 8 /27 8 /20
高　知 9 /14

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 8 / 5 2 /10 12/ 8
佐　賀 11/25 11/25 11/ 2
長　崎 9 /15 3 / 8 6 / 7 9 /14 8 / 6 1 /14
熊　本 9 /10 1 /28
大　分 11/19 10/ 1
宮　崎 7 /29 6 /17 7 /15
鹿児島 9 / 3 8 /20
沖　縄 1 /27 12/ 9 6 /24 8 /26

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した教育を示します。
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令和4年度 実務研修、定期自主検査安全教育予定表（別表３）
（令和 4年 3月24日現在）

地区 支部

実務研修 安全教育

記録表作成コース 月次定期自主検査
（フォークリフト）

月次定期自主検査
（建機） 業務点検

コース
建機付属
クレーン部分

ショベル
ローダー等座学 実技 座学 実技 座学 実技

北
海
道
・
東
北
地
区

北海道 10/25 6 /22
青　森 8 /20 4 /22
岩　手 7 / 7 11/11 10/13 11/18
宮　城 10/19 11/11 10/28
秋　田 5 /18 8 /24 11/17 8 /25 5 /19 10/20 7 / 6
山　形 7 /14 5 /11
福　島 6 /29 9 /29 6 /28

関
東
地
区

茨　城 8 /23 1/19 10/31 5 /27 1 /16
栃　木 11/25 9 / 2 10/25
群　馬 6 / 2 10/20 11/ 8
埼　玉 11/16 6 /22 12/14 7 /28
千　葉 1 /27 11/ 8 8 / 4 12/ 6
東　京
神奈川 9 /30 11/25 9 /16 10/14

中
部
地
区

新　潟 7 / 6 7 /20 10/19 8 / 3
富　山 2 /14 8 /30
石　川 6 /15 2 /22 7 /26
福　井 7 /21 10/18
山　梨 10月下旬 11月下旬
長　野 7 /22 10/14 6 / 2
岐　阜 6 /30 11/22 10/13 7 /28 7 /27

静　岡
4 /26 8 /19 9 /2 11/ 4 6 / 1 1 /20 2 /16
10/12 11/ 1 12/13
1 /14

愛　知 8 / 4 8 / 2 11/25 9 / 6 8 /25
三　重 5 /11 6 /29 9 /30 8 /19 8 / 4 1 /27 6 / 8 6 /23

近
畿
地
区

滋　賀 11/15 9 / 8
京　都 8 /19 10/19 10/14
大　阪 10/ 5 7 /20
兵　庫 2 /15 2 /22 7 /27 8 /19 5 /13 6 /24 1 /27
奈　良 8 月下旬 6月下旬
和歌山

中
国
地
区

鳥　取 11/ 2
島　根 11/25 6 / 9
岡　山 7 / 1 8 /29
広　島 7 / 7 2 / 1 8 /26 6 / 3
山　口

四
国
地
区

徳　島 7 / 8 7 / 7 9 /14
香　川 7 /23 8 /27
愛　媛 11/26 7 /21 4 / 9 7 /15 1 /29
高　知 9 /15 6 /15

九
州
・
沖
縄
地
区

福　岡 9 /28 3 /10 8 /19 7 /15
佐　賀 9 / 2 8 / 4
長　崎 12/ 8 7 / 7 9 / 3 12/ 2 12/ 2 2 /16
熊　本 9 /11 3 /18 8 /27 11/19
大　分 10/22 8 /20 7 / 9 6 /25
宮　崎 1 /28 5 /28 6 / 4 7 /23 5 /14 8 / 5 4 /16
鹿児島 12/10 8 / 5
沖　縄 9 / 9 5 /13 7 / 5 8 / 5

注1　研修日程は会場等の都合で変更になる場合がありますので、受講を希望される方は開催支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した研修・教育を示します。
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令和4年度 運転技能講習予定表
（令和 4年 3月25日現在）

●フォークリフト
秋田 7 /15〜 9 /22〜
茨城 4 /11〜 5 /10〜 6 / 9 〜 7 / 8 〜 8 /10〜 9 /12〜 10/11〜 11/11〜 12/ 8 〜 1 /12〜 2 / 9 〜 3 /13〜
石川 5 /12〜 9 / 1 〜
山梨 5 /14〜 7 / 9 〜 9 / 3 〜 11/ 5 〜
大阪 5 /18〜 6 /15〜 9 /14〜 10/12〜 11/ 2 〜 3 / 1 〜
熊本 6 /18〜 9 /18〜
宮崎 4 /20〜 5 /18〜 6 /22〜 8 /24〜 10/26〜

●車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）
兵庫 10/24〜
鳥取 10/20〜
島根 9 /20〜

●車両系建設機械（解体用）
鳥取 5 /20〜

●不整地運搬車
鳥取 7 / 7 〜
島根 6 /22〜

●高所作業車
青森 4 /15〜 5 /27〜 6 /10〜 7 / 8 〜 9 / 9 〜 10/14〜 11/11〜
群馬 5 /27〜 9 /16〜
滋賀 4 /12〜 6 /28〜 10/26〜
奈良 7 /16〜 9 /16〜 11/26〜 3 /17〜
鳥取 4 /20〜 8 /24〜
島根 9 / 2 〜
沖縄 4 / 8 〜 6 /17〜 7 / 8 〜 10/14〜 11/11〜 2 /17〜

注1　各講習会日程の最初の日を掲載しています。詳細は該当支部にお問い合わせください。
注2　表中の網掛けは終了した講習を示します。
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お知らせ

〔令和4年度〕

各種研修の受講料

（注）　 1 ．受講料には、テキスト代及び消費税10％が含まれています。
　　　 2 ．当協会会員所属の受講者の受講料は、協会が教材費の一部を負担した額です。
　　　 3 ．本表に含まれるテキスト代以外の教材類を追加する等の際は、本表受講料と異なる場合があります。
　　　 4 ．受講料は、研修を実施する建荷協・支部に納金してください。

１　資格取得研修

（A）事業内検査者研修 （単位：円）（B）検査業者検査員研修 （単位：円）

研 修 の 種 類
14時間コース 8.5・9.5時間

コース 5.5時間コース 35時間コース 21時間コース 18時間コース 13時間コース

会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般 会員 一般

1 フォークリフト 47,850 51,920 43,450 47,520 42,350 46,420 76,450 80,520 54,450 58,520 52,250 56,320 51,150 55,220

2
整地・運搬・積
込み用、掘削用
及び解体用機械

56,210 63,580 51,810 59,180

−

89,210 96,580 66,110 73,480 61,710 69,080

−

3 基礎工事用機械 58,190 65,120 53,790 60,720 91,190 98,120 66,990 73,920 62,590 69,520

4 締固め用機械 49,390 53,790 44,990 49,390 77,990 82,390 55,990 60,390 53,790 58,190

5 コンクリート
打設用機械 63,800 68,970 58,300 63,470 113,300 118,470 80,300 85,470 78,100 83,270

6 高所作業車 51,920 57,200 47,520 52,800 86,020 91,300 62,920 68,200 60,720 66,000

３　実務研修 （単位：円）

研　修　の　種　類 座学コース 実技コース
会員 一般 会員 一般

記録表作成
コース

フォークリフト 12,760 14,960 18,260 20,460

整地・運搬・積込み用、
掘削用及び解体用機械 13,090 15,400 18,590 20,900

基礎工事用機械 13,090 15,400 18,590 20,900
締固め用機械 12,870 15,070 18,370 20,570
コンクリートポンプ車 12,870 15,070 18,370 20,570
高所作業車 12,760 14,960 18,260 20,460

月次定期
自主検査
コース

フォークリフト 6,710 7,260 12,210 12,760

車両系建機 9,240 9,680 14,740 15,180

検査業者業務点検コース 会　員 一　般
9,350 10,230

４　安全教育 （単位：円）
教　育　の　種　類 会 員 一 般

建機付属クレーン部分 7,480 8,030
ショベルローダー等 12,980 15,070

２　能力向上教育 （単位：円）

教　育　の　種　類 会　員 一　般

1 フォークリフト 12,760 14,630

2 整地・運搬・積込み用、
掘削用及び解体用機械 13,530 15,840

3 基礎工事用機械 11,880 13,310

4 締固め用機械 10,890 11,880

5 コンクリート打設用機械 10,780 11,770

6 高所作業車 10,230 10,890
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特定自主検査者資格取得者名簿
（令和 4 年 2 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）

資格の種類ごとに氏名五十音順・敬称略

事業内検査者資格取得者

阿　部　義　和
石　川　翔　樹
岩　切　浩　文
大　西　健　治
大　山　直　輝
　窪　博　香

勝　間　一　成
齋　藤　健　一
齊　藤　敏　朗
佐　藤　祥　太
佐　藤　代　吾
庄　司　義　幸

須　藤　達　也
髙　田　賢　介
多　田　和　弘
辻　井　治　男
津　田　真　章
手　塚　　　薫

新　野　恭乃祐
西　畑　武　則
野　元　幸　博
濱　田　博　教
原　　　盛　大

松　岡　成　豊
松　谷　智　浩
松　田　光　正
皆　川　　　篤
宮　越　久　典

宮　本　尚　一
森　　　航　洋
両　角　伸　彦
矢羽田　裕　介
山　本　達　也

■整地・運搬・積込み用・掘削用及び解体用機械

池　田　勇　太

石　黒　康　祐

猪　瀬　佳　也

大　村　崇　晃

萱　場　南　無

川　上　達　哉

川原田　一　真

小　泉　憲　一

堺　　　翔　吾

佐々木　悠　祐

下　田　裕　貴

鈴　川　　　武

鈴　木　祥　浩

関　口　貴　志

園　田　凌　一

髙　橋　和　輝

滝　澤　英　宏

寺　井　暢　宏

中　沢　裕　一

中　嶋　康　貴

名　取　　　威

藤　原　英　幸

増　本　好　裕

丸　田　大　貴

横　山　　　遼

吉　田　裕　樹

米　倉　康　平

■高所作業車

秋　田　裕　也
朝比奈　崇　雄
池　田　博　司
猪　股　久　登
岡　田　真　広
葛　西　隆　夫
上之浦　　　薫

菅　野　秀　一
草　原　彰　彦
沓　掛　雄　太
栗　林　義　明
小　林　　　寛
後　藤　大　輝

齊　藤　順　一
齊　藤　敏　朗
坂　口　　　猛
坂　田　雄　基
佐々木　勝　彦
白　石　弘　和

高　岡　大　輔
髙　橋　直　樹
髙　橋　紀　久
千　葉　定　雄
塚　田　浩　一
豊　沢　　　悟

土　井　健　汰
中　村　明　彦
野　中　雄　史
羽　田　　　康
早　川　　　正
藤　本　真理緒

松　下　　　領
三　浦　　　透
村　橋　隆　行
森　川　義　治
横　山　礼　央
吉　田　勇　也

■フォークリフト 

白　石　純　一

■締固め用機械 

浅　沼　　　龍 菊　嶋　直　樹 山　田　　　勉 吉　田　　　広

■コンンクリート打設用機械 
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■整地・運搬・積込み用・掘削用及び解体用機械 
伊　藤　　　保

稲　葉　匡　司

牛　澤　　　翔

荻　原　高　明

奥　原　啓　司

賀　川　　　健

川　名　敏　郎

川　原　智　之

川　村　久　子

　野　正　樹

木　村　英　幸

久　下　　　修

國　塚　健　人

栗　村　達　也

國　分　優　太

小　林　　　諒

佐々木　佑　太

佐　藤　　　剛

佐　藤　祐　貴

神　宮　将　人

杉　田　英　司

諏　訪　卓　実

髙　木　敦　司

髙　橋　克　典

竹　内　　　渉

千　葉　由　勝

塚　平　光　稀

殿　川　秀　和

冨　岡　洋　平

道　満　一　暁

中　村　健太郎

長　束　敦　司

夏　見　孝　行

難　波　篤　嗣

沼　田　一　馬

野　土　　　満

長谷部　勇　人

　本　慶　希

原　田　和　也

深　水　祐　希

政　後　真一郎

松　本　昌　功

本　山　則　人

門　田　拓　希

矢　島　俊　典

山　口　将　太

山　野　　　毅

米　山　英　敏

検査業者検査員資格取得者

浅　田　章　嗣
浅　野　健　太
足　立　　　喬
足　立　崇　行
足　立　博　史
足　達　隆　大
荒　木　慎　平
有　川　伸　二
有　村　清　矢
安　藤　義　幸
五十嵐　清　勝
伊　﨑　隆　行
石　井　貴　裕
石　倉　隆　之
板　倉　　　諄
市　川　　　誠
伊　藤　翔　輝
伊　藤　　　保
伊　藤　　　優
伊　藤　龍　平
井　上　達　也
井　上　祐　次
井　村　　　烈
入　川　　　樹
岩　井　瑞　樹
岩　崎　純　一
岩　下　朝　一
植　田　菊　夫
上　田　浩　二
上　田　大　輔

植　松　寛　彰
宇佐美　健　介
宇　野　竜　也
姥　　　豊志彦
蝦　名　正　行
遠　藤　正　司
大井川　剛　志
大　木　　　翼
大　﨑　淳　未
大　貫　　　剛
大　野　浩　二
岡　田　耀　大
岡　田　瑞　輝
小笠原　英　樹
尾　方　将　史
長　田　　　歩
折　戸　丈　輝
貝　嶋　直　人
会　田　時　輝
香　川　亜我志
加治堀　雄　大
金　澤　良　一
金　安　智　成
川　鍋　良　平
川　畑　将　太
菅　野　敬　太
蒲　田　昌　也
北　橋　龍　昌
木　村　拓　海
木　村　勇　介

楠　　　信　也
工　藤　竜　輝
久場川　　　健
久　保　太　祐
窪　田　裕　児
神　代　俊　輔
黒　田　和　昭
古　川　圭　祐
小清水　翔　吾
小　林　　　光
小　路　政　行
小　室　弘　樹
小　山　達　也
小　山　慶　郎
是　澤　栄理雄
今　野　　　亮
今　野　善　文
斎　藤　友　則
酒　井　昭　夫
酒　井　大　樹
櫻　井　　　啓
佐　多　尚　人
佐　藤　耀　人
佐　藤　　　匡
志　賀　純　也
志　賀　泰　河
白　銀　崇　大
進　藤　雄　太
神　　　徹　朗
菅　原　光　敏

杉　浦　広　志
杉　原　明　広
鈴　木　悠　太
鈴　木　廉　也
砂　田　幹　太
清　　　琢　磨
瀬　田　厚　史
髙　田　裕一郎
高　橋　勝　弥
髙　橋　勇　輝
髙　谷　　　司
竹　岡　裕　平
竹　部　拳　太
田　﨑　哲　也
田　中　　　剛
田　中　将　士
田　中　侑　輝
谷　川　弘　志
谷　山　正　和
田野岡　寛　人
玉　置　詠　士
長　　　誠　一
千　田　海　斗
塚　原　誠　巳
辻　本　誠　司
坪　根　剛　史
手　塚　広　行
出　口　明　弘
當　銘　冴　仁

堂　﨑　幸　一
ドム　　サマン
中　川　伸　一
中　口　友　斗
中　津　嘉　隆
中　林　光　徳
中　村　智　尚
仲　村　夏　芽
中　村　嘉　則
中　山　翔　太
西　田　和　正
二　瓶　祐　二
丹　羽　久　志
橋　本　　　篤
橋　本　侑　典
橋　本　龍　平
蓮　実　　　豪
秦　　　一　輝
秦　野　謙太郎
速　水　直　樹
晴　山　洋　平
東　　　佳　司
檜　山　嘉　孝
平　田　真太郎
福　田　正　弘
福　地　克　浩
藤　原　健　之
淵　上　智　祐
堀　田　聖　人

穂　積　幸　男
前　田　　　勝
前　田　　　亮
町　田　竜　次
松　井　　　淳
松　栄　慶二朗
松　下　　　司
松　田　孔　明
丸　屋　幸　司
三　上　公　也
宮　﨑　雄　也
向　井　一　洋
村　上　茂　樹
村　川　滉　一
本　園　憂　斗
本　村　琉　樹
森　田　圭　祐
安　丸　　　諭
矢　野　丈　二
山　口　博　史
山　下　嗣　竜
山　田　祐一郎
山　中　裕太郎
山　本　耕　平
山　本　剛　志
柚木﨑　芳　弥
横　尾　知　哉
横　澤　武　瑠
吉　田　幸　生

■フォークリフト 

秋　田　秀　則

小田切　右　京

掛　田　貴　寛

櫻　井　辰　也

新　垣　文　哉

髙　橋　正　樹

當　山　　　博

長　澤　優　介

原　田　博　亮 辺土名　　　忍

■基礎工事用機械 
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杉　本　幸　男 辻　尾　行　範 福　岡　　　航 横　山　哲　也

■コンクリート打設用機械 

益　永　藤　雄 宮　田　浩　之 村　上　裕　二

■締固め用機械 

東　　　政　博

安　藤　治　彦

石　橋　孝　之

伊　藤　憲司郎

伊　藤　幸　輝

伊　藤　　　優

今　岡　秀　明

海　中　雄　二

大　本　　　誠

勝　又　直　樹

勝　又　佑　人

金　澤　　　真

鎌　田　佳　征

川　嶋　隆　広

河　津　貴　洋

神　田　尚　也

桑　代　正　文

小　島　貴　志

小　谷　肇　一

許　斐　厚　志

権　田　高　幸

齋　藤　和　弥

齊　藤　翔　太

斎　藤　友　則

齋　藤　祐　太

阪　口　洋　晃

坂　原　慶　明

迫　田　賢太朗

佐々木　克　洋

佐々木　透　有

柴　山　寛　之

嶋　田　翔　弥

下　野　潤　哉

下　元　健　太

末　葊　慎　吾

杉　内　郁　夫

壽　原　正　俊

関　　　一　騎

妹　尾　昌　幸

園　木　郁　雄

高　橋　俊　介

竹　内　清　貴

田　島　峻　哉

谷　川　佳　孝

槌　田　章　太

鶴　巻　　　亮

寺　山　　　透

豊　島　清　太

中　澤　龍　平

中　西　俊　之

中　本　周　作

西　村　徳　嗣

野　澤　政　道

能　登　順　一

平　間　顕　視

廣　瀬　功　典

藤　原　健　次

渕　　　雄　生

細　井　　　誠

佛　淵　隼　次

前　田　順　平

松　本　健　児

村　上　有　紀

森　野　健　一

山　田　岳　夫

山　本　恵　太

山　本　祐　樹

芳　田　直　哉

米　村　暢　章

渡　邉　明　弘

■高所作業車 
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お知らせ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 支　部　一　覧 令和 4年 4月 1日現在

支部名 〒 所　　在　　地 電話番号 FAX
北海道 060−0004 北海道札幌市中央区北4条西7丁目　NCO札幌ホワイトビル9階 011（271）7720 011（271）7580
青　森 030−0902 青森県青森市合浦1−10−7 017（765）5432 017（765）5433
岩　手 020−0873 岩手県盛岡市松尾町17−9　岩手県建設会館2階 019（626）2616 019（626）2627
宮　城 983−0842 宮城県仙台市宮城野区五輪1−6−9　五輪黄葉ビル201号 022（298）2150 022（298）2151
秋　田 010−0923 秋田県秋田市旭北錦町1−14　秋田ファーストビル210号室 018（823）8258 018（823）8260
山　形 990−8681 山形県山形市流通センター 2−3　山形流通団地組合会館内 023（666）6581 023（666）6582
福　島 960−8035 福島県福島市本町5−8　福島第一生命ビル4階 024（521）8065 024（521）8248
茨　城 311−3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡3652−559 029（292）6546 029（292）6547
栃　木 321−0912 栃木県宇都宮市石井町3149−28　卸商業団地協同組合別館202 028（656）6111 028（656）6112
群　馬 371−0805 群馬県前橋市南町4−30−3　勢多会館1階 027（223）3448 027（223）3451
埼　玉 330−0062 埼玉県さいたま市浦和区仲町1−12−1　カタヤマビル5階A 048（835）3050 048（835）3055
千　葉 260−0026 千葉県千葉市中央区千葉港4−3　千葉県経営者会館3階303号 043（245）9926 043（245）9927
東　京 102−0072 東京都千代田区飯田橋1−7−10　山京別館4階 03（3511）5225 03（3511）5224
神奈川 231−0011 神奈川県横浜市中区太田町6−87　横浜フコク生命ビル10階 045（664）1811 045（664）1817
新　潟 950−0961 新潟県新潟市中央区東出来島11−16　新潟県自動車会館内 025（285）4699 025（285）4685
富　山 930−0094 富山県富山市安住町3−14　富山県建設会館内 076（442）4358 076（442）6748
石　川 920−0806 石川県金沢市神宮寺3−1−20 コマツ石川㈱レンタル事業部事務所2階 076（208）3302 076（208）3303
福　井 910−0854 福井県福井市御幸4−19−25　広田第2ビル2階 0776（24）7277 0776（24）9507
山　梨 409−3867 山梨県中巨摩郡昭和町清水新居1602　ササモトビル2階 055（226）3558 055（226）3631
長　野 380−0872 長野県長野市妻科426−1　長野県建築士会館4階 026（232）2880 026（232）6606
岐　阜 504−0843 岐阜県各務原市蘇原青雲町5−34 058（382）5011 058（382）5120
静　岡 422−8045 静岡県静岡市駿河区西島127 054（236）4008 054（236）4031
愛　知 450−0002 愛知県名古屋市中村区名駅4−23−13　大同生命ビル3階 052（586）0069 052（586）0010
三　重 514−0009 三重県津市羽所町601　アカツカビル4階 059（223）7177 059（223）7180
滋　賀 520−0043 滋賀県大津市中央4−5−33 SKビル2階C 077（521）5260 077（521）5352
京　都 600−8009 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78　京都経済センター 4階 075（351）0250 075（351）0251
大　阪 540−6591 大阪府大阪市中央区大手前1−7−31 OMM19階 06（6944）6611 06（6944）6612
兵　庫 650−0024 兵庫県神戸市中央区海岸通8　神港ビル703号 078（332）4936 078（392）8921
奈　良 630−8124 奈良県奈良市三条桧町29−3　奈良県電気工事工業組合内 0742（93）5181 0742（93）5181
和歌山 640−8287 和歌山県和歌山市築港3−23　和歌山港湾労働者福祉センター 1階 073（435）3337 073（435）3338
鳥　取 682−0802 鳥取県倉吉市東巌城町12　中部建設会館1F 0858（22）1400 0858（23）4667
島　根 690−0012 島根県松江市古志原2−20−54 0852（27）0340 0852（27）0556
岡　山 700−0907 岡山県岡山市北区下石井2−8−6　第2三木ビル205 086（222）6039 086（222）4296
広　島 733−0011 広島県広島市西区横川町1−11−24　山田オフィスビル202 082（291）1150 082（291）3413
山　口 753−0083 山口県山口市後河原25　愛山会ビル2階 083（932）1858 083（932）1859
徳　島 770−0808 徳島県徳島市南前川町4−14　船橋設計ビル2階 088（622）8243 088（624）8258
香　川 760−0062 香川県高松市塩上町10−5　池商はせ川ビル113 087（837）3668 087（837）3671
愛　媛 790−0003 愛媛県松山市三番町7−8−1　山本ビル2階 089（941）6740 089（941）7361
高　知 780−0072 高知県高知市杉井流9−11 088（882）5025 088（882）0837
福　岡 812−0013 福岡県福岡市博多区博多駅東2−6−14　正和ビル4階402 092（474）2246 092（474）2312
佐　賀 849−1301 佐賀県鹿島市大字常広139−2 0954（62）6315 0954（62）6368
長　崎 854−0065 長崎県諫早市津久葉町5−121 津久葉エステートビル213号室 0957（49）8000 0957（49）8001
熊　本 860−0845 熊本県熊本市中央区上通町7−32　蚕糸会館3階 096（356）6323 096（356）6325
大　分 870−0846 大分県大分市花園2−6−51　大分県林業会館4階 097（540）7177 097（540）7127
宮　崎 880−0802 宮崎県宮崎市別府町2−12　宮崎建友会館3階 0985（23）5061 0985（23）5129
鹿児島 891−0123 鹿児島県鹿児島市卸本町6−12　オロシティーホール内 099（260）0615 099（260）0646
沖　縄 901−2131 沖縄県浦添市牧港5−6−3　南海ビル4階 098（879）3744 098（879）3757
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編　集　後　記

　これから夏に向かい、熱中症についての話題が新聞、テレビなどで取り上げられる機会が増
えてくると思われます。
　本号でも、厚生労働省の「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」について掲載して
おりますので、ご一読くださいませ。
　ところで、そもそも熱中症は、体が暑さに慣れていないことで起こりやすくなるため、ふだ
んから運動をしていて適度に汗をかく習慣がある人はかかりにくいそうです。
　私たちはこれまで、コロナ禍によりさまざまな行動の制限を強いられてきました。
　みなさま、運動不足ではないでしょうか？
　かく言う私も、在宅勤務などにより運動不足気味で、その解消として毎日30分ほど簡単な筋
トレを行うのが日課となっております。
　最近の動画サイトでは、室内で手軽にできるトレーニング方法がいくつも紹介されているよ
うです。
　運動不足を感じていらっしゃるみなさま、まずは手軽にできることから始めてみてはいかが
でしょうか？

［広報委員：中村　隆史　記］

　機関誌に対するご意見・ご要望等は、E-mail：koho@sacl.or.jp までお願いします。
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